
 
 

 
富山大学双六山岳会 双六診療所 

            平成２７年度事業報告書 
 
 
１．実施目的 
   近年の登山大衆化に伴い、山岳事故の件数も増加しており、                

山岳遭難救助隊に診療機関の参加要望が強いので、富山大学双六山岳会

もこの要望に応えるべく、最も登山者の多い夏山の期間中にボランティ

ア診療を編成し、登山者の安全を図ることを目標とした。 
 
 
２．開設場所 
  岐阜県高山市上宝町双六小屋敷地内の診療棟 
                （冬期避難小屋を兼ねる） 

 
 
３．開設期間 
   平成 27年 7 月 25 日（土）~平成 27年 8 月 23 日（水） 
 
 
４．診療班編成内容 
   １班：医師１~２名 看護師１~２名 学生１~３名として 
   ８班編成。開設期間中交替で診療に当たることを原則とした。 
   実働人数  医 師   １３人 
         看護師    １９人 
         薬剤師   １人 
         学 生   ２４人(山岳部２１名、一般３名) 
         看護学生  ０人 
         その他   ２人 
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　　平成27年度夏期双六診療所開設による
　　山岳遭難防止対策事業の実績

総受診者数

　疾患別内訳は下記の通り


